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約 20 分間に渡って行われた。発表の要約は以下の通りである。 
 
 小児の自転車関連外傷では頭部・顔面損傷の頻度が高く、死亡例の 75％に頭部外傷があると報
告されている。平成 20 年には道路交通法が改正され 13 歳未満小児は自転車乗車時にヘルメット





来院時 Glasgow coma scale、平均 ISS、平均頭部 AIS、頭部外傷が理由の入院率、平均在院日数、
頭部外傷重症度、意識回復までの平均日数、Glasgow outcome scale、平均 Glasgow outcome scale 
score について解析した。その結果 13 歳未満の自転車関連外傷は 53 例、その中で頭部外傷は 34
例あり、34 例中ヘルメット着用 6 例、ヘルメット未着用 24 例、着用不明が 4 例見られた。ヘル
メット着用は最低 11％最大 30％と着用率は低かった。ヘルメット着用、未着用で比較した平均




大谷 義孝 審査結果の要旨 
 
り、Glasgow outcome scale もヘルメット未着用で低くなる傾向がみられたが検定で有意差は出













５． 提示された症例のなかで MRI 撮影をした例は何例あって所見はどうだったか 
６． 今後この研究をどう発展させ社会的貢献に繋げていく方法は 
７． 参考文献に掲載された学術論文以外にもう少し広範囲に文献や報告を渉猟した方が良い
のでは 
 
以上の質問やコメントに対して申請者は適格かつ誠実に対応し人格的には博士号授与対象者とし
て問題ないが、コメント７に関しては若干足りない部分があるので学術論文のみではなく官公庁
関連調査研究期間等が全国的調査を行い報告している交通事故分析レポートを含めて再度報告し
て頂くこととなった。その結果２月末日に申請者からレポートが提出され、審査員が再度適格性
に関して議論した結果、この論文は学術的研究と社会医学的研究が混在したものであり、今後こ
の研究を申請者が継続することで社会医学的貢献度は非常に高いものとなると判断し、審査員全
員の同意が得られ申請者は博士授与対象者として適格であると判断した。 
